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自然素材の特性を活かしたプロダクトデザインの研究
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　限られた地球資源と共に生きていく中で、持続可能な未

来を実現するために、これからのデザインにはその資源、そ

してモノとどのように向き合っていくのか？が問われていま

す。例えば、これまでには、自然素材である竹、また竹炭の素

材特性を活かしたプロダクトを提案し、その自然素材の魅力

をプロダクト、またワークショップを通して伝えてきました。

また、今後は廃材、廃棄される木材などを利用したプロダク

トの提案も模索していきます。

研究内容

　今、目の前にある素材と向き合い、その素材の可能性を新

たな場面へと活用していく種を見つける、そんなデザイナー

たちが増えてきています。

　ドイツの美術大学では、デザイン学生たちが竹という新た

な素材に触れ、先入観なしにその素材の可能性を探りプロ

ダクトデザインまで展開していく、竹のデザインワークショッ

プを行ってきました。今後は、自然素材と触れ合うワーク

ショップなどを通して、地域にモノ作りの喜びを伝えていく

機会を増やすことができればと考えています。
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